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研究成果の概要（和文）： 

本研究はユダヤ教,キリスト教,イスラム教における神観につき,比較宗教史的観点から、4.
で述べるように、四つの側面から実証的総合研究を行った。そのうち、（1）「古代ユダヤ
教における一神教成立の解明」については、下ガリラヤのテル・レヘシュ遺跡発掘調査に
より、古代イスラエル最初期の宗教に関する実証的なデータが発見され、成果の一部はＶ
国際宗教史会議（トロント大学、2010 年 8 月）および「国際ガリラヤ会議」（立教大学、
2011 年 5 月）で公表した。（2）～（4）の課題の研究成果については、以下の報告４を参
照されたい。 
研究成果の概要（英文）： 

This research aims at elucidating the nature of the concepts of god in Judaism, Christianity 

and Islam from the viewpoint of comparative history of religions. The research consists of 

four subjects that will be mentioned in part 4 below. Concerning the subject (1) “the 

emergence of monotheism in the ancient Judaism”, we unearthed a lot of archaeological 

materials through the excavations at Tel Rekhesh in the lower Galilee. The result of this 

research was presented partly at the Congress of the International Association of the 

History of Religions held at the University of Toronto (August 2010) as well as at the 

international conference “Perspectives from the Periphery – Galilee in the Cultural 

Changes through Ages” held at Rikkyo University (May 2011).  

Concerning the results of the research subjects (2)-(4), see the report 4 below. 
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１．研究開始当初の背景 

1980 年代後半から「一神教対多神教」とい

う比較宗教研究がなされるようになるが、そ

の際、どちらが優れた宗教か、という価値判

断が隠れた形で下されてきた。そうした研究

動向に対して、本研究は一神教成立の経緯と
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その展開を実証的立場から明らかにすべく

開始された。 

 

２．研究の目的 

上に述べたように、本研究の最大の目的は西

アジアにおける一神教（具体的には古代イス

ラエル宗教）の成立経緯と展開を実証的に跡

づけることにおかれる。 

 

３．研究の方法 

（1）古代ユダヤ教における一神教成立解明

に関する従来の研究は主として文献に偏重

してきた。ようやく今世紀に入り、Ziony 

Zevit, The Religions of Ancient Israel: A 

Synthesis of Parallactic Approaches 

(London and New York: Continuum, 2001)

と言った、考古学的資料にも目が向けられる

ようになった。しかし、特にイスラエル「出

現」とともに一神教はパレスチナに登場した

か、という問題を決定しうる十分な考古資料

が存在せず、後期青銅器時代から初期鉄器時

代にかけての宗教遺物の研究は学界全体の

急務である。こうした事情を踏まえ、後期青

銅器時代から鉄器時代にかけて連続して居

住があると目されていたイスラエル、ガリラ

ヤ地方のテル･レヘシュにおいて宗教遺物と

その考古学的文脈を明らかにすべく発掘を

行い、その分析を通して一神教成立の文化史

的背景を明らかにする。 

（2）デカポリス地方に残るユダヤ教および

キリスト教に関する研究は、（1）で述べた発

掘調査と並行して、地域的には主にヨルダン

渓谷の西地域を中心に、紀元前 1 世紀からビ

ザンチン時代にいたるシナゴーグ遺跡や教

会遺跡に残された床モザイクの調査を実施

し、それらを資料に図像学的な分析を行った。 

（3）地中海世界に展開した初期キリスト教

の世界観の成立経緯の宗教史研究は、本研究

実施期間中、毎年、トルコ半島およびギリシ

ア本土の沿岸地域に残るキリスト教遺跡の

踏査を実施した。そのうえで、文献資料に基

づく初期キリスト教研究の成果の再検証を

行った。 

（4）古代西アジアおよび東アジアの資料に

基づく「多神教対一神教」の再検討に関して

は、基本的に、研究分担者それぞれが個別に

研究を進めたが、年に一度もしくは二度の割

合で、合宿や研究会を開催し、情報共有を図

り、意見交換を行った。2008 年度には、ハ

イファ大学の N・シュパク教授（エジプト学）

を囲む研究会を開催した。 

 

４．研究成果 

(1)古代ユダヤ教における一神教成立解明の

ため、イスラエル国ガリラヤ地域、テル･レ

ヘシュ遺跡において 2007-2010年度にかけて、

4 度の発掘調査を行った。以下がその成果で

ある。 

①後期青銅器時代と鉄器時代 I期 

後期青銅器時代と鉄器時代 I 期の移行は前

1200 年前後と考えられ、かつては前者の破

壊層をヨシュア記に描かれるイスラエルの

民によるカナン都市の征服と結び付けられ

て解釈されていた。ところが、最近、少なく

ともガリラヤ地域においては、後期青銅器時

代末から鉄器時代最初期にかけて、文化の断

絶よりも連続性が指摘されている。テル・レ

ヘシュにおける後期青銅器時代から鉄器時

代への移行期を厳密に調査することは、この

地域のイスラエル時代を理解するためにも、

重要な課題となっていた。まず、テル下段の

テラス北側に位置するＣ地区では、複数の部

屋を有する鉄器時代 I期の建造物が出土した

（図 1）。 

さらに、その北側の下層からは後期青銅器時

代の遺構が検出された。他方、鉄器時代 I期

とみられる建造物の一部には、複数の石柱が

並ぶ部屋が発見されている。また、同一建造

物の別の部屋からはカルト・スタンドと呼ば

れる祭祀（図 2）、生命の木（ナツメヤシ）を

あしらった土器片、焼成粘土の仮面の一部な

ども出土した。つまり、この複合建造物は鉄

器時代 I期の宗教施設であった可能性が高い。 



 

 

後期青銅器時代から鉄器時代への連続性が

確認されるのは、Ｄ地区である。ここからは、

鉄器時代 I期後半に破壊され焼失した長方形

の建造物（13m×8m）が出土し、その中央か

らオリーブの搾油施設一基がほぼ完全な形

で発見された（図 3）。同一建造物の別の地点

にも別のオリーブの搾油施設が確認されて

いる。また、その西側の部屋の床面からは後

期青銅器時代後半の土器が出土しており、こ

の地区の建造物自体は後期青銅器時代に建

造され、鉄器時代 I 期に改装されて使用され

たものとみられる。遺跡の南端部分でも、２

基の搾油施設と目される遺構が発見されて

いるが、それに伴う土器からみて、こちらの

遺構は鉄器時代 I期に年代づけられよう。い

ずれにしても、ここには、後期青銅器時代か

ら鉄器時代 I期にいたる文化の断絶はみられ

ない。 

②鉄器時代 II 期とローマ時代 

テル頂上の平坦部は、鉄器時代 II 期には方

形の周壁が築かれ、要塞として利用されてい

たと考えられる。それはすでに地形からも想

定されたことであったが、Ｆ地区の発掘調査

でより鮮明になった。そこから遺跡を東西に

直線的にはしる強固な二重の要塞壁（幅 1.5m 

と 1.1m）が発見されたからである（図 4）。

出土土器から判断すると、この建造物の年代

が鉄器時代 II 期後半に属することは間違い

ないが、より厳密に、それが北イスラエル王

国時代か、それとも王国滅亡後のアッシリア

属州時代か、という点は検討の余地を残すと

同時に、その結論はイスラエル史の上でも重

要な意味をもってくるだろう。さらに楽器を

持った女性小像断片が二体出土した（図 5）。

テルの最頂部にはローマ時代とみられる複

合建造物の崩れた石組み遺構が露出してい

る。この遺構のおおよその輪郭については、

宇野隆夫氏の協力で図面化しえたと同時に、

その一部で試掘を行った。その結果、この遺

構がローマ時代初期に典型的な「ファーム・

ハウス」と呼ばれる建造物に類似しているこ

とも判明した。また、発掘調査ではオリント

ス式の石臼や磨石が出土しており、さらには

ユダヤ教の祭司層が穢れを避けるために使

用したといわれる、石灰石製の容器の破片も

発見されている。こうした痕跡はヘレニズム

時代には居住のなかったテル・レヘシュに、

ローマ時代になってから、農業に従事する小

規模な集団が入植したことを示唆している

だろう。それがユダヤ人の共同体であったの

かどうかを考古学的に確認する課題は今後

に残されている。 

（2）デカポリス地方に残るユダヤ教および

キリスト教に関する研究の成果は、なにより

も、ガリラヤ地方に残るローマ時代からビザ

ンチン時代のシナゴーグの床モザイク図像

にローマ・ヘレニズム文化の影響が観察され

たことにある。唯一神を鮮明にして偶像を排

除したユダヤ教のシナゴーグにおいて、その

床モザイクには形を変えたヘリオス神を中

図 5 出土した女性土偶破片 



 

 

心とする黄道十二宮や四季を象徴する女神

たちが描き出されていたのである。一部の図

像学研究者以外には知られていなかったこ

うした事実は、ユダヤ教ひいてはキリスト教

における偶像理解を再考させずにはおかな

い。また、（1）の調査研究で検出されたロー

マ時代の「ファーム・ハウス」について、最

終的な結論を出すには、さらに今後の発掘調

査を要するが、当該複合建造物の人部屋が彩

色フレスコの部屋壁を有していた事実は、紀

元 1世紀のガリラヤにおいて農耕に従事して

いたユダヤ人社会にもローマ風文化が浸透

していたことを示している。これらの成果は、

まずは、2011 年 5 月 27－30 日に研究代表者

の勤務する立教大学で開催される国際会議

「辺境からの視座―古代ガリラヤの文化諸

相とその歴史的意義―」において研究分担者

及び研究協力者により発表される予定であ

る。 

（3）トルコ半島およびギリシア本土の沿岸

地域に残るキリスト教遺跡の踏査研究は以

下の成果をもたらした。 

①パウロはその伝道旅行で、現在のトルコを

都合三度ほど、足で横断したばかりでなく、

ギリシャを二度ほど縦断しているが、それは

全数千キロにわたる距離であり、それを踏破

したパウロのエネルギーには驚愕の念を新

たにせざるを得ないこと。 

② パウロがトルコ大地を動くに際して主と

して辿ったのは、「皇帝街道」(Via Sebaste) 

および「イグナティア街道」(Via Egnatia) で

あり、それは当時のローマ帝国が軍事・経済

上の必要上創設したハイウェイであり、それ

を再利用する形でパウロの伝道は進められ

たこと。 

③パウロが伝道の標的にしたのは、当時の大

都会、およびローマの「植民都市」(Colonia) 

であったこと。植民都市は、いわばローマの

分身のような格付けの都市で、退役軍人を核

にした、特権をあたえられたローマ人によっ

て構成されていた。パウロが何よりもこうし

た都市を中心に宣教し、いわゆる「田舎」に

は全く足を運んでいなかったことは、パウロ

の「ローマ・イデオロギー」とでも言うべき

特質である。ガリラヤに端を発する「一神教」

の展開形態であるキリスト教と、世界帝国ロ

ーの軍事的経済的支配との当初からのこう

した相互依存は、新たな分析と理解を要請す

るように思われる。 

（4）古代西アジアおよび東アジアの資料に

基づく「多神教対一神教」の再検討は、上記

のように、相互の意見交換を行いつつも、基

本的には研究分担者各自がそれぞれの領域

において研究を進め、またそれぞれにその研

究成果を論考にして発表した。それらのなか

で、研究分担者が共有しえた共通認識のひと

つは、多神教と一神教の概念規定自体が学術

用語として多くの曖昧性を残しているとい

うことであり、両者を対立的にとらえる発想

自体が、ヨーロッパによる東洋の発見さらに

は第 3 世界の植民地化という歴史的背景をも

っていたことであった。そうした成果を研究

代表者は「一神教と多神教」（星野英紀他編

『宗教学事典』（丸善、2010 年、302-305 頁）

として公表した。 
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